
の
で
は
な
い
」
と
い
わ
れ
た
。
そ
の
誥
辞
は
、
さ

ら
に
唐
よ
り
も
古
い
時
期
の
中
国
の
刑
法
に
対
し

て
も
与
え
ら
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
し
て
唐
の
刑
法

の
も
つ
学
問
的
な
高
さ
は
さ
す
が
に
大
し
た
も
の

急
う
が
、
し
か
し
そ
れ
は
一
つ
の
完
成
状
態
を

木
し
て
い
る
よ
う
な
も
の
で
、
そ
れ
ま
で
の
成
立

過
程
の
面
白
さ
は
歴
代
の
刑
法
志
の
山
,
に
あ
る

木
書
は
、
唐
よ
り
前
の
刑
法
の
、
こ
の
よ
う
な

歴
史
喜
い
た
漢
書
刑
法
志
、
晋
書
刑
法
志
お
よ

び
魏
書
刑
法
志
の
原
文
と
、
そ
の
嗣
訳
と
、
注
と

の
系
分
か
ら
成
っ
て
い
る
。
そ
の
原
文
に
つ
い

て
は
厳
専
校
訂
が
加
え
ら
れ
、
そ
の
校
訂
の
た

め
に
は
、
敦
煌
発
見
の
文
献
、
お
よ
び
古
版
本
な

ど
、
あ
た
う
か
ぎ
り
倫
資
料
が
準
備
さ
れ
た
。

そ
し
て
訳
と
注
の
た
め
に
は
、
多
く
の
研
究
討
議

と
仕
棋
え
が
く
り
返
し
行
な
わ
れ
た
。
こ
の
研
究

璽
爲
の
た
め
に
は
、
同
倉
大
学
教
授
内
田

炉
雄
氏
の
ほ
か
、
え
り
ぬ
き
の
研
究
背
諸
氏
が
、

き
ん
み
つ
な
共
同
研
究
組
織
を
作
り
、
昭
和
三
十

作
以
来
、
た
っ
ぶ
り
八
力
年
の
歳
月
も
か
け
六

も
の
で
あ
る
。
(
仁
非
田
陞
朝
日
新
冊
昭
和
如

年
1
月
Ⅱ
仔
付
)

松
井
七
郎
・
古
米
淑
郎
(
経
酒
添
教
授
)
共
訳

労
働
運
動
の
分
裂
と
統
こ
(
ア
ー
サ
ー
.
J
 
.

内
田
智
雄
編
屡
十
部
教
授
)
「
訳
註
中
国
歴
代
刑

法
志
」
東
京
・
創
文
社
、
 
B
5
判
二
八
三
頁
、

定
価
三
0
0
0
円
。

本
書
は
、
古
く
か
ら
高
度
に
発
達
し
て
い
た
中

国
の
刑
法
の
あ
と
を
た
ど
り
ま
た
中
国
古
法
上
ゆ

か
り
の
深
い
日
本
占
法
を
考
え
る
に
つ
い
て
の
、

必
曹
書
で
あ
る
。

中
国
と
ヨ
ー
ロ
ッ
。
ハ
と
で
は
、
刑
法
の
社
会
的

な
成
立
ち
が
異
っ
て
い
る
が
、
中
国
は
、
刑
法
に

か
け
て
は
世
界
の
先
進
国
で
あ
っ
た
。
か
つ
て
小

田
博
士
は
「
七
世
紀
の
唐
の
刑
法
典
は
、
ヨ
ー
ロ

ー
ハ
十
九
世
紀
の
刑
法
典
に
比
べ
て
、
お
と
る
も

ゴ
ー
ル
ド
バ
ー
グ
原
著
)
束
京
・
好
学
社
 
A
5

判
二
七
六
頁
、
定
価
七
八
0
円
。

ア
メ
リ
カ
の
労
働
研
史
に
関
す
る
著
作
で
、

A
F
L
完
達
史
の
研
究
、
ま
た
そ
れ
か
ら
分
裂
し

た
C
1
0
の
歴
史
の
紹
介
は
あ
る
が
、
一
九
五
五

年
こ
の
二
つ
の
大
組
織
が
ど
の
よ
う
な
経
紳
と
背

誘
下
で
統
一
さ
れ
六
か
に
つ
い
て
の
具
岱
研

究
は
ほ
と
ん
ど
存
在
し
な
か
っ
九
。

日
本
で
は
職
業
別
の
古
さ
を
も
つ
A
F
L
の
巾

か
ら
、
新
時
代
の
産
樂
別
の
C
1
0
が
分
裂
独
立

し
た
と
い
う
説
明
は
一
般
化
し
て
い
る
が
、
何
故

こ
の
対
立
す
る
二
つ
の
も
の
が
、
再
び
統
一
せ
ざ

る
を
行
な
か
っ
た
か
の
秘
密
は
、
こ
れ
ま
で
ど
の

研
究
牛
も
語
て
は
く
れ
て
い
な
か
っ
九
。

原
著
ゴ
ー
ル
ド
バ
ー
グ
氏
は
か
つ
て
の
C
1

0
の
翻
弁
護
士
J
司
.
く
官
現
在
の
最
一
裂

判
艇
で
あ
り
、
こ
の
統
一
の
表
と
裏
と
を
悉
知
し

て
い
る
雌
一
の
人
で
あ
る
。

ま
た
松
井
・
古
米
両
教
授
は
、
長
年
に
わ
九
っ

て
ア
メ
リ
カ
の
労
働
組
合
研
究
に
打
ち
込
ん
で
き

た
最
習
訳
者
で
あ
る
。
労
働
運
動
に
つ
い
て
の

風
際
比
較
宗
要
さ
が
高
ま
っ
て
い
る
折
か
ら
、

労
黒
合
の
研
究
者
だ
け
で
な
く
、
組
合
の
指
導

昔
が
、
本
書
か
ら
日
本
の
労
總
合
の
い
き
方
に
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つ
い
て
欝
を
ひ
き
出
す
こ
と
を
望
ん
で
や
ま
な

)
0

(
大
河
内
一
男
)

し同
志
社
大
学
人
交
科
学
研
究
所
編

「
.
本
バ
ン
ド
研
究
」
 
1
日
本
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ

イ
ズ
ム
の
一
源
流
と
展
開

東
京
・
み
す
ず
苫
房
、
 
A
5
判
六
六
0
ペ
ー
ジ
、

三
0
0
0
円
。

明
治
九
年
秋
、
熊
本
か
ら
同
志
社
に
人
学
し
た

三
十
余
名
の
人
び
と
は
、
正
し
く
創
草
期
同
志
社

の
基
継
形
成
に
絶
大
な
寄
与
を
な
し
九
。
い
わ
ゆ

る
熊
本
バ
ン
ド
と
は
、
こ
う
し
た
一
団
に
付
さ
れ

た
呼
称
で
あ
る
。
彼
等
、
熊
木
洋
学
校
出
身
者
は

同
志
社
の
基
礎
を
形
成
し
た
ば
か
り
で
な
か
っ

た
。
日
本
組
合
キ
リ
ス
ト
教
会
の
幹
部
と
し
て
、

明
治
期
、
大
正
期
に
わ
た
つ
て
、
日
本
プ
ロ
テ
ス

タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
の
う
づ
潮
の
目
と
な
り
、
あ
る
い

は
、
そ
の
時
代
の
思
想
形
成
の
指
導
的
な
役
割
を

果
し
た
へ
民
族
的
近
代
国
家
形
成
過
程
で
多
彩

な
一
嘉
驫
を
展
開
し
た
人
、
実
業
界
に
身
を
投

じ
た
人
、
政
治
家
、
教
育
家
等
々
彼
等
の
歩
ん
だ

道
は
多
種
多
様
で
あ
っ
六
。
し
か
も
彼
等
の
底
に

流
れ
る
、
青
春
の
日
に
燦
火
と
燃
え
た
奉
教
の
誠

は
、
バ
ン
ド
の
名
に
ふ
さ
わ
し
く
、
老
い
て
も
そ

の
交
情
は
こ
ま
や
か
な
も
の
で
あ
っ
た
。
本
書

世
界
は
ひ
と
つ

は
、
総
論
に
お
い
て
、
こ
う
し
た
熊
本
バ
ン
ド
の

成
立
の
歴
史
的
・
社
会
的
・
思
謁
喜
小
か
ら
、

本
教
へ
の
系
路
を
な
史
料
に
も
と
づ
い
て
丹
念
に

追
求
し
、
そ
の
奉
教
の
性
格
を
綿
密
に
検
討
し
て

い
る
。各

雫
は
、
小
崎
弘
道
、
海
老
名
弾
正
、
宮
川

儒
、
金
森
通
倫
、
横
井
時
雄
、
山
崎
穐
、
森

田
久
万
人
、
下
村
孝
太
郎
、
蔵
凉
雛
、
市
原
盛

宏
、
浮
田
和
民
徳
富
礁
峰
ら
が
そ
れ
ぞ
れ
追
求

さ
れ
る
。
各
剪
特
色
も
徹
底
し
た
資
料
詔
査
か

ら
出
発
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
物
を
新
し
い
視
角
か

ら
鋭
角
的
に
と
ら
え
て
、
バ
ン
ド
の
愚
の
航
跡

を
さ
ぐ
ろ
う
と
し
て
い
る
な
お
、
本
譜
に
は
、

資
料
第
と
し
て
森
田
久
万
人
の
ラ
ー
ネ
ッ
ド
講
義

ノ
ー
ト
の
ほ
か
、
熊
本
し
小
ゾ
図
轡
催
所
戚
さ
れ

る
藩
庁
文
書
中
の
関
係
史
料
、
同
じ
く
熊
本
の
北

岡
文
庫
収
蔵
の
関
係
史
料
、
通
子
の
徳
富
敬
太
郎

氏
驫
文
献
が
収
録
さ
れ
、
さ
ら
に
、
バ
ン
ド
成

員
誓
に
関
係
者
の
雑
誌
、
新
聞
に
投
稿
、
掲
載

さ
れ
磊
文
の
り
ス
ト
、
お
よ
轟
叉
鴛
が

付
載
さ
れ
て
い
る
。
従
来
の
バ
ン
ド
関
係
文
献
の

語
'
象
的
性
儲
を
完
全
に
悦
皮
し
、
日
本
プ
ロ
テ

ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
の
一
源
流
に
本
格
的
誘
の
斧

鉞
を
入
れ
た
も
の
と
称
し
え
よ
う
。
(
杉
井
)

新
刊
紹
介
二
女
小
市
話
」
招
介
巾
に
出
て
く
r

オ
ラ
ン
グ
大
使
隻
処
昌
ぐ
豊
 
0
三
一
牙
氏
は
、

同
志
社
へ
二
代
(
鉾
ル
還
と
一
究
身
)
に
わ
た
り
、

日
本
へ
は
一
族
(
0
.
エ
.
、
罫
m
.
〕
.
↓
.
、
一
三
一
円
ン
.
)

を
挙
げ
て
仏
道
し
た
宣
教
師
ギ
ュ
リ
ッ
ク
家
の
欧

洲
故
地
に
お
け
る
中
世
以
前
の
同
族
の
子
孫
と
察

せ
ら
れ
る
グ
リ
ッ
ク
と
い
う
姓
は
ラ
イ
ン
河
畔

の
グ
リ
ッ
ク
城
か
ら
出
た
姓
で
ド
イ
ツ
で
は
ぐ
0
=

の
三
一
牙
と
.
園
い
、
米
国
へ
移
住
し
た
一
分
派
も

長
く
ぐ
倉
0
三
片
片
と
一
菖
っ
た
が
、
十
九
世
紀

(
0
・
)
に
人
っ
て
か
ら
で
あ
ろ
う
か
、
ぐ
曾
を
削
っ

て
米
国
化
し
た
シ
ド
ニ
ー
・
ギ
ユ
リ
ッ
ク
は
同

志
社
神
穫
で
神
学
と
進
化
論
翫
壱
、
帰
米
後
、

加
州
の
排
日
運
動
反
対
に
立
ち
、
そ
の
後
も
日
米

両
国
民
の
郡
増
進
に
つ
と
め
、
国
交
上
大
き
な

貢
献
を
し
て
悦
年
勲
三
等
を
贈
ら
れ
た
が
、
欧
洲

に
残
る
中
世
紀
の
同
族
の
子
祭
、
へ
上
く
別
の
途

か
ら
戦
後
の
日
本
へ
来
て
、
安
巾
の
修
史
を
剌
戟

し
た
と
は
而
白
い
因
縁
で
、
今
更
な
が
ら
世
界
は

ひ
と
つ
の
壁
L
催
さ
し
め
る
。

(
T
)
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